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「第２回 長浜市ボウリング大会」
子どもからお年寄りまで、誰も

が気軽に楽しめる大好評のボウリ

ング大会です。

今年からハイレベルな「チャン

ピオンの部」を設け、長浜№１ボ

ウラーを決定します。

初心者から経験者まで幅広い参加をお待ちしてい

ます。

【と　き】11月30日(日)９時30分～12時
【ところ】長浜スプリングレーンズ(八幡中山町)
【部　門】
①小学生の部…希望者はガーターレーン有り

②一般の部(中学生以上)…初心者も大歓迎　

※ハンディ　女性30点

③チャンピオンの部…長浜№１ボウラー決定戦

【参加費】一般 1,500円　高校生以下 1,000円
(ゲーム代、貸靴代、保険料含む)

【申込み】11月20日(木)までに電話で下記まで。
※全体で先着80人

■問･申長浜市総合型地域スポーツクラブ連絡協議会

〈生涯学習･文化スポーツ課内〉7６５－８７８７

西浅井町菅浦の湖岸集落景観が、国の「重要文化的景観」に選定されることとなりました。菅浦は、中世の
村落共同体＝「惣村」の典型と言われ、重要文化財「菅浦文書」があることでも有名な集落です。
今回の企画展では、その「菅浦文書」の中から37点の資料をまとめて展示し、中世の村落社会や民衆の歴

史に迫ります。
この企画展を通して、より多くの皆さんに、郷土の歴史を体感していただこうと「すがうらチケット（入館

無料券）」を発行します。皆さんのご来館をお待ちしています。

【入館料】「すがうらチケット」利用で

大人(高校生以上)400円 →無料
※長浜・米原市の小・中学生は無料。

【開館時間】９時～17時（入館は16時30分まで）
■問長浜城歴史博物館（7６３－４６１１）

「ユニカール大会　ダブルス制」
【と　き】11月16日（日） 9時～

【ところ】高月公民館２階　大ホール
【対　象】小学４年以上　　600円/チーム
【その他】2人制の特別ルールの大会です
※詳細、申込みは電話で下記まで。
■問･申高月総合型スポーツクラブピース事務局

7８５－２２９１(前田接骨院)

第16回長浜市長杯親善ビーチボール大会

参加チーム募集
【と　き】11月９日(日)９時～12時30分
【ところ】長浜市民体育館(宮司町)
【部　門】①一般の部②一般女子の部③交流の部
※③は勝敗にこだわらず楽しむ部門です

【参加資格】中学生以上で、市内在住、通勤、通学
の人(１チーム４人)

【参加費】2,000円／チーム(保険料含む)
【その他】各部門12チーム、トーナメント戦です。
【申込み】電話で下記まで。※部門ごとに先着順
■申長浜市スポーツ推進委員会事務局〈生涯学習･

文化スポーツ課内〉7６５－８７８７

■問生涯学習・文化スポーツ課
(7６５－８７８７)

友だちや家族と一緒に参加して、楽しく爽やかな汗を流しませんか。詳細や参加申込みは各事務局まで。

長浜城歴史博物館 

企画展「日本中世の村落社会～菅浦文書が語る民衆の歴史～」 
＜会期：11月1日（土）～30日（日）＞ 

「菅浦の湖岸集落景観」重要文化的景観選定へ 「菅浦の湖岸集落景観」重要文化的景観選定へ 

長浜城入館無料券 長浜城入館無料券 
本券持参で、大人２人まで無料（複写無効） 
有効期間：11月１日(土)～30日(日)

本券持参で、大人２人まで無料（複写無効） 
有効期間：11月１日(土)～30日(日)

キリトリ線

青年使節団 姉妹都市アウグスブルク市を訪問
９月13日から23日までの11日間、長浜市

青年使節団10人が姉妹都市であるドイツ・ア

ウグスブルク市を訪問しました。

アウグスブルク市とは1959年に姉妹都市

提携を結んで以来、半世紀以上に渡る交流を

通して互いの友好を深めてきました。

青年使節団としての派遣は今回で４回目。

団員たちはホームステイしながら、歴史文化

や環境に対する先進的な取組みを学び、現地

の人との心温まる交流を行いました。

五木寛之氏の「観音文化講演会」

には、定員を大きく上回る約

1,500人の応募がありました。

より多くの人に「観音の里」の

魅力を知っていただくため、浅井

文化ホールでの講演会の模様を同

時中継します。

【と　き】11月３日（月・祝）
14時～16時(開場13時30分)

【ところ】
①木之本スティックホール（木之本町木之本）

②余呉文化ホール(余呉町中之郷)

※参加費無料、申込不要。

※講演会の様子をスクリーンに映すもので、こ

の会場に五木寛之氏はみえません。入場は先

着順。

■問企画政策課（7６５－６５０５）

長浜市青年使節団 副団長 吉田成美さん(20歳)

私はこの派遣で、伝統を守りながら、新しく良いものを

取り入れていくことの大切さを学びました。建物はできる

限り壊さずに改築や復元されていて、公共

の施設は太陽光や水力、風力を利用して電

力をまかなう方法が定着していました。

将来のためを思ったこのような活動を見

習い、日本でどのように実践できるか考え

たいと思います。
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▼

好評につき ２会場で同時中継
五木寛之 観音文化講演会

五木寛之氏
(小説家・随筆家・作詞家)


